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自己紹介
 1966年京都大学大学院工学研究科電気工学専攻修士課程

修了
 1966年-1984年日本放送協会(NHK), 68年～84年NHK技研で

放送技術の基礎研究
1978年京都大学から工学博士の学位授与

 1984年-2007年東京農工大学, 84年～89年助教授(工電子), 
1989年～2005年教授(工・電子情報専攻),
2005年～2007年理事・副学長

 2007年～2013年 JSTさきがけ「次世代デバイス」研究総括
2008年～2019年 JST研究広報主幹
2010年～2018年 JST研究開発センターフェロー
2018年～ 同特任フェロー

 2017年～ 文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム
PD

 主な著書：
応用物性、応用電子物性工学、光と磁気、
磁気工学超入門、半導体物性なんでもQ&A
理科力を鍛えるQ&A、太陽電池のキホン



この講義で学ぶこと  皆さんは、何のために、このような学問や技術
を学ぶのでしょうか。
それは豊かで快適な社会を作るためです。

 材料システムでは、材料や素材を通じて、
生物応用化学では、バイオ技術や食品を通じて、
制御情報ではICTやAIを通じて、
電気電子では、エレクトロニクスを通じて、
機械では、モビリティやロボットを通じて、
人々の暮らしや健康、安心安全な社会に貢献し
ます。

 ところが、先端技術となるものづくりや生活を
豊かにすることによって生じる資源の消費、エ
ネルギーの消費、環境汚染問題、自然破壊や地
球温暖化の進行などの地球持続の問題に、必ず
しも配慮してこなかったのではないでしょうか。

 国連では、地球の持続性に配慮しながら社会を
豊かにするための目標を定めました。これが
SDGｓです。講義ではSDGｓに科学がどのよう
に貢献できるかを学びます。

久留米高専には、
材料システム工学科、生物応用化学科、
制御情報工学科、電気電子工学科、
機械工学科の５学科があります。



SDGｓってなに？

 SDGsは、Sustainable 
Development Goals(持続的
開発目標)の略で、2015年
に国連総会において全会一
致で採択された17の目標
と169のターゲットです。

 これらは、わが国を含む地
球的・人類的課題を包摂し
て掲げた国際的な目標です。

「誰一人取り残さない(No one left behind)」
持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現
のための2030年を年限とする17の国際目標
です



社会・経済・環境の三側面
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社会の基盤をつくろう
①貧困

⑦エネルギー

⑬気候変動 ⑭海洋資源

②飢餓 ③保健 ④教育 ⑤ジェンダー ⑥水･衛生

⑮陸上資源 ⑯平和 ⑰実施手段

⑧成長･雇用⑨イノベーション⑩不平等 ⑪都市 ⑫生産･消費
経済の基盤をつくろう

私たちを取り巻く環境を守ろう 一緒に協力しよう



SDGsの特徴
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内閣府地方創生推進事務局作成「地方創生に向けたＳＤＧｓ推進事業について」
(https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kankyo/pdf/sdgs_suishin.pdf)に基づきJSTが改変

•先進国も発展途上国も全ての国に適用
普遍性

Universality

•脆弱な立場に置かれた人にも焦点をあて
「誰一人取り残さない」

包摂性
Inclusiveness

•あらゆるステークホルダー・当事者が参画
し行動

参画型
Participatory

•経済・社会・環境の相互連関を認識し
統合的に取り組む

統合性
Integrity

•定期的にフォローアップし、評価・公表
（比較・競争を推進力に）

透明性
transparency



SDGs指標

 SDGs指標：国連はグローバル指標として２３２
の指標を設定していますが、各国等においても
独自の指標を設定し、グローバル指標を補完す
るとしています。

 “SDG Index and Dashboards – Global Report”：
独・ベルテルスマン財団と持続可能な開発ソ
リューション・ネットワーク（SDSN) を中心に、
公開されている国連データや論文等を基に独自
の指標も提案しつつ、各国の進捗状況を分析し、
ランキングをつけています。 2016年から毎年
７月に発表しています。

 上位はほとんどが欧州の国で、日本は１５位に
ランクされています。

順位 国名 指標

1 Denmark 85.2

2 Sweden 85.0

3 Finland 82.8

4 France 81.5

5 Austria 81.1

6 Germany 81.1

7 Czech Republic 80.7

8 Norway 80.7

9 Netherlands 80.4

10 Estonia 80.2

11 New Zealand 79.5

12 Slovenia 79.4

13 United Kingdom 79.4

14 Iceland 79.2

15 Japan 78.9

16 Belgium 78.9

17 Switzerland 78.8

18 Korea, Rep. 78.3

19 Ireland 78.2

20 Canada 77.9



えっ？日本はいくつかの項目で、ＳＤＧｓ後進国だった。
 日本は、5.ジェンダー（女性国会議員数が少ない、男女間の収入
差/Unpaid workの従事時間差が大きい）、7.エネルギー（再生エネ
ルギー比率が低い）、12.消費と生産（電子機器廃棄物が多い、窒
素排出量の多い食料・製品を輸入）、13.気候変動（CO2排出量が
多い）、14.海洋生態系（過剰漁獲）、15.陸上生態系（絶滅危惧
種の増加）、17.パートナーシップ（ODAが少ない、金融セクター
における透明性が低い）の達成が難しいとされています。

＊：緑色：概ね達成済み、黄色またはオレンジ：危機的状況、赤色：達成までほど遠い状況を示す（http://www.sdgindex.org/）
＊＊：Absolute performance gaps for achieving the SDGs（2019年よりG20各国は17ゴールすべてに対して算出）

例えばSDG13は中国と米国で世界全体の33％／SDG12は中国、EU、米国、インドに次いで日本は5番目

http://www.sdgindex.org/


２．なぜSDGsに取り組むか
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SDGsは誰の目標なのか（１）
プラネタリー・バウンダリー「地球の限界」

2009年に国際的に著名な28名の科学者グループによって、
９つの境界の特定および測定結果についての論文が発表。

 「境界を越えると、急激な、あるいは取り返しのつかない環
境変化が生じる可能性がある」境界のことです。

 「気候変動」、「生物多様性の損失」、「急速な農地開拓と
いった土地利用の変化」、「窒素やリン循環」の領域では既
に閾値を超えています。

 こういった問題に伴い、感染症、自然災害による住宅損壊、
饑餓、水問題など、特に発展途上国や弱い立場の人たちの貧
困状態に深刻な影響を及ぼしています。紛争やテロなど急速
な社会の不安定化が起きています。

 人口の爆発的増加（世界の人口が2050年には90億人に達する
と言われている）や超高齢化社会に伴う急速な都市の変化な
どの問題もあります。

 地球の環境や社会情勢は明らかに深刻化。
 こういった問題に対し、あらゆるステークホルダーが主体的
に具体的なアクションを行っていくことが極めて重要。

点線の円が
境界
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8億人弱が
飲料水への
アクセスが
限られている

UN SDGs Report 2019 (https://unstats.un.org/sdgs/report/2019/)

8億人強が
栄養不足

自然災害による死者数
130万人(1998-2017, 累計・推定) 格差の拡大

SDGsは誰の目標なのか（２）



気候変動は待ったなし Greta Thunbergの叫び

16歳の少女による、
気候変動対応への鬼気迫る
訴えが、世界中の若者の共感を呼び
起こしている
https://commons.wikimedia.org/wiki/Fi
le:Greta_Thunberg_4.jpg

日本の11月の平均気温偏差

-1.0

1.0
0

世界の10月の平均気温偏差

0.5

0

-0.5

大気中のCO2濃度が2015年に
400ppmを超えました



COP25会期中環境NGOから
日本は「化石賞」を受賞

 ３日、梶山経済産業大臣が「石炭火力発電所
は選択肢として残していきたい」と述べたの
を受けて、スペインで開かれている「ＣＯＰ
25」の会場では、国際ＮＧＯが、温暖化対策
に消極的な国に贈る「化石賞」に日本を選び
ました。

 「化石賞」は、国際的な環境ＮＧＯのグルー
プがＣＯＰの会期中、温暖化対策に消極的だ
と判断した国や地域を毎日選び、皮肉をこめ
て贈っています。

 ３日の「化石賞」には、日本とオーストラリ
ア、ブラジルが選ばれました。

 このうち日本について担当者は、国連のグ
テーレス事務総長が、ＣＯＰの開幕にあたっ
て温暖化対策の強化と石炭火力発電の利用を
やめるよう各国に求めた翌日に、梶山経済産
業大臣が「石炭火力発電など化石燃料の発電
所は選択肢として残していきたい」と述べた
ことを理由にあげています

2019.12.3



３．SDGsによる社会変革と
科学技術に求められる変革
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ＳＤＧｓは社会を変革する機会をつくります

政策(Policy)が変わる
 諸政策の包括的、一体的な運営・推進
 新しいイノベーション・エコシステムの構築、ルールづくり
 ＰＰＡＰ(Public-Private Action for Partnership)の促進

科学(Science)が変わる
 社会における科学、社会のための科学
 自然科学と人文・社会科学の総力結集
 アカデミックサイロを超える

企業(Business)が変わる
 企業は社会変革のパートナー
 ＣＳＲからＣＳＶへ
 ＥＳＧ投資

社会(Society)づくりのステークホルダーのかかわりが変わる
 NPO／NGO、アカデミア、産業界、自治体、政府、国際機関等のつながり
 LocalizationとGeneralization
 パートナーとしての課題の共有、それぞれの機能の発揮

15
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科学技術にも変革が求められています

データ駆動科学技術社会における科学・
社会のための科学

共創 多様性

未来予測、兆候調査
バックキャスティング
課題解決型イノベーション
科学技術によるリスク低減、倫理

計算機技術、AI技術の進展によ
る知能増幅技術の深化

データの収集、蓄積、活用のため
のシステム構築とルールづくり

人材育成・情報リテラシー向上

ヒト、モノ、カネ、チエの共有
人文学、社会科学、自然科学の融合
（Trans-disciplinary research)
オープンサイエンス
大学、国研の共創ハブ機能

歴史、文化にもとづく多様な価値観
ジェンダー、多世代、市民参加
大学発ベンチャー起業
国際連携、頭脳循環
多様な資金源

科学と
社会の
近接



科学技術の役割

統合的発展において生じる “ボトルネック”、“トレードオフ”の
解消のため、科学技術には重要な役割が期待されます

経済

社会 環境
科学
技術

科学
技術

科学
技術
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目標間の相互関係（シナジーと トレードオフ）

シナジー(相乗効果)とトレードオフ(折り合い)を踏まえた包括的な実施が不可欠

持続可能な農業
→水質の向上、水を
含む生態系の保護

安全な水や適切な衛
生施設→栄養不足の
解決

旧来の集約型農業に
よる増産
→水不足や衛生悪化
→水質汚染、生態系
への悪影響

https://council.science/cms/2017/05/SDGs-Guide-to-Interactions.pdf （ISCの分析から）
18

②飢餓 ⑥水･衛生

これ
まで

これか
らどう
折り合
うか？

⑦エネルギー

①貧困

⑤ジェンダー

③保健

⑥水･衛生

⑬気候変動
⑮陸上資源



４．事例紹介：JSTを中心とする日本の取り組み
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事例1

ビッグデータを駆使し、養殖業・漁業の高度化に
挑む！

ICTを活用し、海洋環境や水産物の生産履歴等を数値化しビッ
クデータを生成。その分析により科学的根拠に基づく養殖業・
漁業の生産技術を確立。さらに意思決支援定システムを構築し、
インドネシア国内に展開を目指す。

「マリカルチャビッグデータの生成・分析による水産資源の持続可能な生産と安定供給の実現」
（研究代表者：公立はこだて未来大学・和田雅昭教授）
https://www.jst.go.jp/global/kadai/h2810_indonesia.html

グルーパの出荷風景 スケッチを用いた実態調査 フィールドでの開発作業

20

地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム



事例2

持続的鉄供給材を活用した三陸牡蠣養殖漁場の復興

群馬工業高等専門学校、石井商事株式会社
他「持続的鉄供給材を活用した三陸牡蠣養
殖漁場の復興」
図： Science Window2018年秋号より
https://www.jstage.jst.go.jp/article/sc
iencewindow/12/3/12_20181203/_pdf
/-char/ja

アオコ・赤潮の発生を防ぐための水質浄化の研究成果が、
地域展開により各地域海産物のブランド化に有効な技術に発展！

短期間で良質の牡蠣を生産
海のない群馬県で開発された水質浄化技術は
佐渡島を皮切りに各地の水産業振興に役立っている

21
東日本大震災の翌年、平成24年に東日本大震災後、被災地岩手県の山田湾で始まった研究が実を結び、北海道、宮
城県、静岡県、高知県、島根県等へ展開。その後、熊本地震からの早期復興を目指す熊本県、三重県の英虞湾へ。
更にその成果は海を越えて大連へ導入されるなど復興支援の枠を超えた展開に。



事例３：循環型社会の構築
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https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai6/siryou2.pdf

第2回ジャパンSDGsアワード
総理大臣賞受賞

食品廃棄物をリキッド発酵飼料
として有効利用
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IGES視点から見たリキッドフィード技術

https://www.iges.or.jp/files/research/integrated-policy/PDF/20170322/6_takahashi.pdf

公益財団法人地球環境戦略研究機関(IGES)の資料

飼料を供給する会社の観点から記載
されているので単純化されているが、
実際には日本大学の佐伯先生のよう
な方が地道に「食べさせる」研究を
していることと、愛知県のゴボウ残
渣、北海道のホエイ、南九州の焼酎
粕など、地域のニーズに沿ったロー
カライゼーションがなされたことが
地域貢献に繋がっている。
（JST経営企画部 持続可能な社会
推進室 剱持由起夫さんによる）
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事例４：若手人材活躍のSDGs

〇染色排水の無害化を切り拓く加賀の伝統と最先端技術が融合した草木染め

天然染料100％で鮮やかな発色を実現

〇 研究者（増田貴史北陸先端科学技術大学院大学講師）
は2012年からJST ERATO下田ナノ液体プロセスプロ
ジェクト研究員を務めた後に2014年より同大学助教

〇 石川県産業創出支援機構が2017年に加賀友禅作家久
恒俊治氏と研究者をマッチング、伝統の価値（鮮やか
な染色）と環境保全を両立して産業の再構築に貢献

※

※ 水消費量世界2位のファッション産業は、世界の排水量の20%を占めている。特に伝統的な
染色は経験的技術が先行し、複雑な工程から目に見えて分かる（着色している）排水を大量
に出すことが各地で問題視されている。

若い研究者が最先端研究と社会貢献の両輪で地域に貢献



事例５：社会的弱者との協働による貧困解消の取り組み

JSTnews 2019.3



事例６：日本の技術を駆使してケニアで稲の栽培

JSTnews 2019.3



事例７：世界の人々に安全な水を

JSTnews 2019.3



事例８：健康ビッグデータで健康長寿社会

第1回日本オープンイノベーション大
賞 内閣総理大臣賞 受賞

日本一平均寿命が短い青森県。
短命県返上を目指し、10年後の姿
からバックキャスティング
住民健診から得られた2,000項目
の健康ビッグデータを、多様な
チームが分析し、革新的な疾患の
予兆法・予防法の開発に取り組む。
50以上の企業・研究機関が「寿命
革命」を旗印に強固に連携し、約
20種の疾患・病態の発症予測モデ
ルや関連事業を開発。



５．ナノテクノロジー・材料はSDGｓに貢献できるか

 SDGsの１７のゴールは、ナノテクや先端材料だけではできないことばか
りですが、

 そこには、ナノテク・材料にしかできないことが多く含まれています
 大気や水を綺麗にするシステム
 輸送機器を軽量化する新素材で温室効果ガス削減
 フレキシブル太陽電池でどこでも再エネ発電
 ＣＯ２を炭素源にして素材を生み出す
 スピン流を用いた新機能デバイス

 分子レベルで制御しシステム全体を設計することが求められる時代。
これは人間の身体がおこなっていることと同じで、ライフ・ヘルスケア
を設計することでもあります



2018.2.16 ナノテクノロジー総合シンポジウム
岸輝雄 外務大臣科学技術顧問資料をCRDSが改変

�SDGs とナノテクの対応関係
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ナノカーボンRO膜で途上国の
水問題を解決

 海水から淡水をつくり、また、汚れた水をきれいに再生し、
世界中の誰もが豊かな水を手に入れられる未来を目指します。
豊富な水源として注目したのが、地球の水の97パーセント強
を占める海水です。

 海水淡水化技術の1つに、「逆浸透膜（RO膜）法」と呼ばれる
浸透圧の原理を利用したものがあります。これは無数の微細
な孔がある膜は水分子だけを通し、海水から塩分などの不純
物は濾し取って、淡水だけを分離する技術です。

 信州大学アクア・イノベーション拠点は、独自のナノ複合膜
形成技術を編み出し、2015年、ポリアミドに従来の100倍以上
のカーボンナノチューブ(CNT)を均一に分散させた「ナノカー
ボン複合RO膜」の開発に成功しました。目詰まりを起こさず、
水を透過しやすいだけでなく、塩素にも強く、洗浄に強いこ
とがわかりました。製品寿命が長くなるので、維持費用を少
なくできるので、途上国の水不足に貢献できます。

大気や水を綺麗にするシステム JSTnews 2019年8月号

逆浸透膜（RO膜）法



軽く強く柔らかく
持続社会の一翼 炭素繊維が担う

輸送機器の軽量化で温室効果ガス削減

 最近の航空機にはCFRPが使われます。これはCarbon Fiber Reinforced Plastics
の略で、「炭素繊維強化プラスチック」を意味します。プラスチック、つまり
樹脂を炭素繊維で強化することで、樹脂単体よりも高い強度や剛性を得ること
が出来ます。

⑬気候変動

https://www.acm-neo.jp/about_cfrp/

https://www.nikkakyo.org/upload_files/global_warming/clca/jirei/jirei_03.pdf

CFRP採用で10年で１機あたり
CO2を27キロトン削減



炭素繊維の素晴らしさ

 炭素繊維（Carbon Fiber、以下「CF」）の特長は、何といっても軽くて強いことで
す。比重が1.8前後と、鉄の7.8に比べて約4分の1、アルミの2.7、あるいはガラス繊
維の2.5と比べても軽い材料です。その上に強度、弾性率に優れ、引張強度を比重
で割った比強度が鉄の約10倍、引張弾性率を比重で割った比弾性率が鉄の約7倍と
優れています。これが、CFが従来の金属材料を置き換える軽量化材料として本命視
されている理由です。

 その上に、疲労しない、さびない、化学的・熱的に安定といった特性を有し、厳し
い条件下でも特性が長期的に安定した、信頼性の高い材料でもあります。

 CFは、グラファイトが繊維方向に規則正しく並んだ網目構造を持ち、複数の層が何
段も重なり強固に絡み合っており、繊維径は5～10μm（マイクロメートル）の連続
繊維です。

 対して、一様な平面のグラファイトを丸めて円筒状にしたような構造のカーボンナ
ノチューブ（CNT）や、カーボンナノファイバー（CNF）は繊維径が300nm（ナノ
メートル）以下、長さは50～100μmといわれ、それぞれの用途は異なります。



非鉛系ペロブスカイト系太陽電池

フレキシブル太陽電池でどこでも再エネ発電
⑦エネルギー



CO2を“化学品”に変える脱炭素化
技術「人工光合成」

ＣＯ２を炭素源にして素材を生み出す

⑬気候変動

「人工光合成」は、太陽光と水から二酸化炭素を炭化
水素に変換して再利用する技術であり、地球温暖化の
解決に寄与することが期待されている。
(国研)物質材料研究機構(NIMS)では新規複合光触媒
材料の設計・制御による高効率人工光合成に取り組ん
でいる。
これまでに独自の材料設計指針で新規光触媒材料を開
発し、水の酸化反応において自然界の光合成に匹敵す
る量子効率を達成している。
また、表面／界面構造を精緻に制御し、自然界に存在
する構造・機能を模倣することにより、効率的な光吸
収、二酸化炭素の吸着・拡散およびメタンへの変換を
促進し、高効率な人工光合成の実現へ向けた大きな一
歩を踏み出している。https://www.nims.go.jp/mana/jp/



革新的スピントロニクス医療デバイス
の実現：スピンによる心磁計・脳磁計

 生体からの微小磁場検出装置の開発を行い
ます。従来のＳＱＵＩＤによる生体磁気計
測では、液体ヘリウム容器が障害となりセ
ンサーを生体に密着できませんでした。本
研究では、室温で動作する多数のトンネル
磁気抵抗素子を鎧帷子状に配置し胸・頭部
の皮膚に密着させて心磁図・脳磁図を得る
ことができる装置を開発します。これによ
り、近接計測による空間分解能を格段に向
上できるため、安価で実用的な医療機器と
して飛躍的普及が期待できます。

スピン流を用いた新機能デバイス JST S-イノベ

③保健



６．科学技術の負の側面にも科学の目を

 プラスチックによる海洋汚染に打つ手はあるか
 需要が急拡大するCFRPの省エネリサイクル技術



「農工大プラスチック削減５Rキャンパス」
活動宣言

プラスチックによる海洋汚染に打つ手はあるか

2019年5月に政府が作成したプラスチック循環資源戦略における「3R（Reduce，Reuse，
Recycle）+ Renewable（再生可能資源への代替）」の基本原則に、研究（Research）
を加えた、農工大独自の取組です。

 東京農工大学は、2019年8月9日（金）に、SDGsの達成、2050年石油ベースプラ
スチックゼロに向けて、使い捨てプラスチックの削減と、課題解決のための新素
材の創生等を含めた研究の推進に取り組む「農工大プラスチック削減５Ｒキャン
パス」（TUAT Plastic 5R Campus）活動を宣言しました。

 海洋汚染の原因とされるプラスチックごみの規制は、2019年6月のＧ２０大阪
サミットでも焦点の１つとなりましたが、東京農工大学では、マイクロプラス
チック汚染について研究を続けてきた農学研究院高田秀重教授を中心とする農
学・工学融合の研究チームを発足し、早くから本課題に取り組んで参りました。

 今回の活動宣言に基づいて、プラスチック削減策（マイボトル用給水器設置に
よるペットボトル削減、生協購買部等の学内販売におけるレジ袋の削減、大学ノ
ベルティーグッズからのプラスチック削減への取組）、教育活動を通じた次世代
の育成、社会貢献活動を通じた普及啓発活動に、取り組んで参ります。



CFRPのリサイクル
 輸送エネルギーの大幅な削減のため、CF強化プラスチック（CFRP）の自動車・航空機への利
用拡大が期待されている。その一方、廃CFRPは埋め立て処分されており、資源循環型社会の形
成の観点から付加価値の高いCFのリサイクルが求められています。

 廃CFRPから炭素繊維を回収してリサイクルするフローには「マテリアルリサイクル」と「サー
マルリサイクル」がありますが、CFは燃えにくく、微粉砕すると未燃のまま飛散するので、
「マテリアルリサイクル」が適切と考えられています。現状ではCFRP製品加工のくずが主流で
すが、将来は寿命を終えた廃機・廃車のCFRP廃材もマテリアルリサイクルのフローに入ってく
ると予想されます。

 CFRPは、CF（炭素繊維）と樹脂（熱硬化性樹脂あるいは熱可塑性樹脂）との複合材料なので
樹脂をCFRPから除去してCFを回収します。その方法として、熱分解、溶剤抽出、触媒分解、
電気分解などの方法がある。大量に処理するには熱分解法が一般的ですが、500℃以上の高温
分解ではCF劣化が懸念されます。航空機で使用されるエポキシ樹脂などの熱硬化性樹脂は、熱
分解時に樹脂の一つが炭化し残留するので、CFを劣化させずに残留炭素だけ燃焼する焼成工程
をる二段階熱処理がおこなわれます。

 熱分解法の最大の特長は、炭化炉でCFRP中の樹脂分から生成した熱分解ガスを燃料として利用
でき、CFの“自己再生”が可能なことで、二段階熱処理法によるCF再生システム全体の消費エネ
ルギーは14.6MJ/kg-CFで、従来に比べて4分の1程度まで省エネが可能です。
（岐阜大学 大学院工学研究科環境エネルギーシステム専攻 守富寛シニア教授）

需要が急拡大するCFRPの省エネリサイクル技術

産学官連携ジャーナル2017年8月号より



一人ひとりの立場で考えて見よう

 １７の目標の下に１６９のターゲット
があります。

 その実現を、あるいは、そのターゲッ
ト間の組み合わせの同時達成を考える
方が、もう少し具体的なイメージが沸
いてくるかもしれません。

 自分で目標を選んで、どのような技術
を考えると実現につながるだろうかを
考えて見てください。



すべての人々の、安価かつ信頼できる
持続可能な近代的エネルギーへのアク
セスを確保する

7.1 2030年までに、安価かつ信頼できる現代的エネルギーサービスへの普遍的アク
セスを確保する。
7.2 2030年までに、世界のエネルギーミックスにおける再生可能エネルギーの割合
を大幅に拡大させる。
7.3 2030年までに、世界全体のエネルギー効率の改善率を倍増させる。
7.a 2030年までに、再生可能エネルギー、エネルギー効率及び先進的かつ環境負荷

の低い化石燃料技術などのクリーンエネルギーの研究及び技術へのアクセスを促
進するための国際協力を強化し、エネルギー関連インフラとクリーンエネルギー
技術への投資を促進する。

7.b 2030年までに、各々の支援プログラムに沿って開発途上国、特に後発開発途上
国及び小島嶼開発途上国、内陸開発途上国のすべての人々に現代的で持続可能な
エネルギーサービスを供給できるよう、インフラ拡大と技術向上を行う。

１６９のターゲット
⑦エネルギー

https://www.csr-today.biz/sdgs/17goals

⑦エネルギーを例として

https://www.csr-today.biz/sdgs/17goals


気候変動及びその影響を軽減するための
緊急対策を講じる【国地気候:全般】

13.1 すべての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエン
ス）及び適応の能力を強化する。

13.2 気候変動対策を国別の政策、戦略及び計画に盛り込む。
13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及

び制度機能を改善する。
13.a 重要な緩和行動の実施とその実施における透明性確保に関する開発途上国のニー

ズに対応するため、2020年までにあらゆる供給源から年間1,000億ドルを共同で
動員するという、UNFCCCの先進締約国によるコミットメントを実施するとともに、
可能な限り速やかに資本を投入して緑の気候基金を本格始動させる。

13.b 後発開発途上国及び小島嶼開発途上国において、女性や青年、地方及び社会的に
疎外されたコミュニティに焦点を当てることを含め、気候変動関連の効果的な計
画策定と管理のための能力を向上するメカニズムを推進する。

１６９のターゲット

https://www.csr-today.biz/sdgs/17goals

⑬気候変動を例として
⑬気候変動

https://www.csr-today.biz/sdgs/17goals


終わりに

SDGsとの付き合いは「知
ること」から

自分ごとに置き換えたらどうなる
か考えてみよう。

社会で求められていることに対し、
自分では何が出来るかを考えなが
ら実際に行動してみよう。

〇 SDGsを共通言語に社会
が変わりつつあります

経済成長や従来型の途上国支援で
世界が良くなる時代は過ぎ去りま
した。

CSV（Corporate Shared Value)か
らValue Managementへ社会貢献
の在り方が変わりつつある

一人一人の行動が求められているのです。



謝辞

本パワーポイント作成にあたって、資料をご提供
頂きましたJST CRDS倉持隆雄副センター長、CRDS
ナノテクノロジー材料ユニット永野智己フェロー、
JST SDGs室の皆様に感謝します。


	�持続可能な開発目標（SDGs）を念頭に置いた地球環境への取組み
	自己紹介
	この講義で学ぶこと
	SDGｓってなに？
	社会・経済・環境の三側面
	SDGsの特徴
	SDGs指標
	えっ？日本はいくつかの項目で、ＳＤＧｓ後進国だった。
	スライド番号 9
	SDGsは誰の目標なのか（１）�プラネタリー・バウンダリー「地球の限界」
	スライド番号 11
	気候変動は待ったなし　Greta Thunbergの叫び�
	COP25会期中環境NGOから�日本は「化石賞」を受賞
	スライド番号 14
	ＳＤＧｓは社会を変革する機会をつくります
	スライド番号 16
	科学技術の役割
	目標間の相互関係（シナジーと トレードオフ）
	スライド番号 19
	事例1
	事例2
	事例３：循環型社会の構築
	IGES視点から見たリキッドフィード技術
	事例４：若手人材活躍のSDGs
	事例５：社会的弱者との協働による貧困解消の取り組み
	事例６：日本の技術を駆使してケニアで稲の栽培
	事例７：世界の人々に安全な水を
	事例８：健康ビッグデータで健康長寿社会
	５．ナノテクノロジー・材料はSDGｓに貢献できるか�
	スライド番号 30
	ナノカーボンRO膜で途上国の水問題を解決
	軽く強く柔らかく�持続社会の一翼　炭素繊維が担う
	炭素繊維の素晴らしさ
	非鉛系ペロブスカイト系太陽電池
	CO2を“化学品”に変える脱炭素化技術「人工光合成」
	革新的スピントロニクス医療デバイスの実現：スピンによる心磁計・脳磁計
	６．科学技術の負の側面にも科学の目を
	「農工大プラスチック削減５Rキャンパス」�　活動宣言
	CFRPのリサイクル
	一人ひとりの立場で考えて見よう
	すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保する�
	気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる【国地気候:全般】��
	終わりに
	謝辞

